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犬猫のがんは発生頻度が高く、高齢動物の死因の1位である。我々
は臨床系の研究室として、臨床現場でのクリニカルクエスチョン
を解決するような基礎的研究から、犬猫のがんを克服するための
新たな治療法を開発する研究まで様々な研究を行っている。
とくに近年、日本発の動物のがん治療薬を実用化することを目的
に、複数の抗体薬を開発し多くの臨床試験を実施してきた。とく
に現在は、実用化・産業化を目指しているが、実際に承認薬とし
て販売できるところには未だ至っておらず、世界の大手動物薬企
業との競争に打ち勝つ難しさを痛感している。本セミナーではこ
うしたこれまでの取り組みについて共有したい。
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